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県
境
　
知
事
と
引
き
継
ぐ
国
体
旗

よ
ご
う
ど
る
　
フ
ス
マ
に
も
下
駄
履
か
せ
ん
と

県
境
　
ゆ
さ
ぶ
り
起
す
肥
後
の
道

よ
ご
う
ど
る
　
牛
が
見
舞
ィ
来
る
キ

ヤ
ン
プ

否
応
な
し
　
マ
イ
ク
の
当
る
バ
ス
旅
行

混
浴
　
目
玉
に
し
と
る
山
の
宿

県
境
　
河
鹿
聞
か
す
る
五
ケ
瀬
川

混
浴
　
此
処
が
砂
場
で
な
か
っ
た
ら

よ
ご
う
ど
る
　
締
め
切
り
用
の
立
て
付
け
か

県
境
　
民
謡
変
ゆ
る
バ
ス
ガ
イ
ド

俳

　

　

句

呼
子
鳥
帰
り
来
た
り
と
日
記
に
書
く

柿
の
花
落
ち
て
ふ
ざ
け
る
子
猫
か
な

向
い
合
ふ
茶
摘
み
女
手
の
白
さ
か
な

阿
蘇
の
寒
む
未
だ
心
の
定
ま
ら
ず

干
草
の
匂
い
う
れ
し
く
汗
ふ
か
ず

良
い
香
り
茶
炒
り
上
手
は
嫁
が
来
て

少
し
舞
ひ
ち
ょ
っ
と
寄
り
添
ふ
蝶
ふ
た
つ

足
に
這
う
蟻
に
昼
寝
の
夢
破
れ

色
ど
り
に
蝿
取
草
も
供
華
と
し
て

句
碑
ほ
と
り
こ
ろ
り
／
ヽ
―と
梅
落
ち
て

紫
陽
花
に
亡
き
母
偲
ぶ

一
卜
日
か
な

新
し
き
句
碑
に
添
い
咲
く
花
菖
蒲

一〓

人 口
-5月 30日 現在

―

9,160人 晏 I:1:::7炎

世帯数…………………・2,602

転入 42  出生 11

転出 50  死亡 13
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浦
塚
　
南
天

林
田
　
一
声

岡
本
　
琴
司

篠
田
　
几
才

山
村
　
不
覚

馬
原
　
馬
笑

林

　

不
忘

石
田
　
詩
朗

二
子
石
探
訪

日
上
黙
公
子

阿
部
タ
ツ
エ

本
田
　
訓
子

後
藤
　
チ
エ

後
藤
や
よ
い

森
　
　
政
隆

白
石
　
政
憲

後
藤
　
法
龍

後
藤
　
春
嵐

山
村
　
純
女

熊
谷
こ
う
女

弥
永
　
蕗
子

内
田
　
文
子

●

●  ●

“
一
フ
国
鉄
高
森
線
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
〃

「
は
な

し

の
ぶ

コ
ン

サ
ー

ト
」

開

く

野
の
化

「
ハ
ナ
シ
ノ
ブ
」
に
さ
さ
げ
る
コ
ン
サ
ー
ト
が
、
こ
の
ほ
ど
南
阿
蘇
国

民
休
暇
村
セ
ン
ト
ラ
ル
ロ
ッ
ヂ
で
開
か
れ
、
町
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
約
五
百
人
の

聴
衆
を
魅
ｒ
し
ま
し
た
ｃ

ハ
ナ
シ
ノ
ブ
は
町
の
野
に
咲
く
紫
の
か
れ
ん
な
花
。
こ
の
花
の
気
品
の
あ
る
姿

に
感
激
し
て
、
尚
綱
高
校

マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
指
揮
の
林
田
戦
太
郎
さ
ん
が
四
楽

■
か
ら
な
る
組
曲

「
は
な
し
の
ぶ
」
を
作
曲
し
ま
し
た
。
演
奏
会
で
は
ま
ず
高
森

小
計
楽
部
の
児
童
が

「
野
ば
ら
」
や

「
高
森
町
歌
」
を
披
露
、　
こ
の
あ
と
林
田
さ

ん
の
情
揮

で
尚
細
高
校

マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
約
五
十
人
が
、
組
曲

「
は
な
し
の

ぶ
」
な
ど
六
山
を
さ
わ
や
か
に
演
奏
す
る
と
、
集
ま
っ
た
見
物
人
か
ら
盛
ん
な
拍

手
が
わ
き
ま
し
た
ｃ

夏
草
の
覆
ふ
古
井
戸
坊
の
庭

老
鶯
や
旬
碑
そ
れ
た
ヽ
に
所
得
て

水
打

っ
て
句
碑
の
辺
浄
め
待
つ
こ
こ
ろ

額
の
花
古
利
の
庭
に
句
碑
の
建
つ

夏
木
立
余
り
あ
る
風
は
こ
び
き
ぬ

群
が
り
て
咲
け
ど
寂
し
き
花
甘
茶

入
魂
を
祝
ぎ
て
老
鶯
鳴
き
続
く

石
蕗
そ
の
他
移
し
梅
雨
待
つ
句
碑
ほ
と
り

松
岡
　
信
子

桐
原
　
　
寿

林
　
　
久
恵

柴
田
ふ
い
子

古
庄
　
泰
子

平
田
る
り
子

岩
下
　
扶
美

山
村
ふ
み
子

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

▽
高
森
昭
和
の
松
木
目
さ
ん
か
ら

（妹
、
ケ
イ
さ
ん

。
６４
歳
死
去
）

▽
高
森
天
神
の
宇
藤
ヌ
イ
子
さ
ん
か
ら

（夫
、
康
さ
ん
。
５７
歳
死
去
）

▽
高
森
津
留
の
津
留
大
蔵
さ
ん
か
ら

∧
病
気
見
舞
に
か
え
て
Ｖ

〉
矢
津
田
の
渡
辺
ソ
フ
さ
ん
か
ら

◎
老
人
ク
ラ
ブ

▽
芹
国
の
山
田
正
さ
ん
か
ら

「
こ
と
ぶ

き
会
」

へ
金

一
封

▽
野
尻
の
卓
村
秀
章
さ
ん
か
い

「
と
き

わ
会
」

へ
金

一
封

▼
色
見
丼
上
の
住
占
ト
コ
カ
さ
ん
か
ら

井
上
老
人
ク
ラ
ブ

ヘ
金

一
月

７
高
森
横
町
の
占
‐ｌｔ
俊
光
さ
ん
か
ら

「
清
栄
会
」

へ
金

一
封

〉
上
色
見
中
原
の
佐
伯
誠
●
さ
ん
か
ら

「
根
子
岳
会
」

へ
金

一
月

（妻
、　
ス
ガ
子
さ
ん
。
５１
歳
死
去
）

夫
妻

夫
妻

(こ1)

/饉ョヽ
ヽ
‐
1詞

‐
ノ

◎
町
社
会
福
祉
協
議
会

∧
香
典
返
し
に
か
え
て
∨

▽
高
森
横
町
の
吉
里
俊
光
さ
ん
か
ら

（父
、
津
加
男
さ
ん
。
６３
歳
死
去
）

S58.5.16～ 6.15 受付
出  生

(付 )

ヽ

１

／

１ ０

２ ０

‐ ６

２

‐ ７

‐ ９

２ ３

２ ３

生

日

亡
日

・
１

″

η

國

ツ
敬

吾

正

ミ

セ
　

新

　

キユ

上

原

和

留

町

在

神

町

口

口
留

尻

中

井

西

昭

津

横

上

天

横

芹

芹

津

野

涯

５

５

５

５

５

５

６

６

５

５

５

６

死
年
ａ

(保護者) (出 生児)(性別) 月

出
年

５８

Ｄ

在

町

町

和

部

尻

一切

　

　

　

　

　

　

　

タ

総

上
横
下
昭
草
野

男

男

男

女

男

男

女

男

典

　

樹

隆

　

子

雄

優

　

寛

　

　

翔

史

　

悠

和

　

聡

光
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興本呂 善文

桐原 一紀

高橋 亮也

櫻井 俊司

池田 隆臣

安藤 厳夫

瀬井 義勝

吉良山慶已

亡

(遺 族)(籍
)

住吉 トヨカ 夫

佐伯 誠登 弟

松木

津留

吉里

栗屋

字藤

津留

山田

甲斐

国 妹

大蔵 妻

(死亡者)(無
住吉 親喜 78

佐伯 正勝 40

松木 ケイ 64

津留スガコ 51

吉里津加男 63

栗屋 孝平 73

宇藤  康 57

津留 ツヤ 85

山田カツ子 46

甲斐 常森 77

野上 ミヨシ 76

草村 義秀 78

7口∫ 1京

死

(住所)

結  婚

氏 名
長崎

(後サ|;冬)

木津
(峰) i

lliり )

てつ よ

28

29

29

11

12

22

23

24

5

5.27

夫

長男
イ′ヽ

母
妻の姉

イブ`

1サ

少

諭
宅 /

二 I

しだし

７

月

‐０

日

７
月
２

日

立

野

病

院

♂
　
③
０
１
１
１

渡

辺

医

院

懲
　
⑦
ｌ
７
７
７

後

藤

医

院

雪
　
⑦
０
０
１
９

立

野

病

院

壼
　
〕
０
１
１
１

小

林

医

院

窓
　
②
０
０
７
５

7
月
17
日

７

月

３１

日

８

月

７

日

火
事

・
救
急
車
は
雪
１
１
９
ヘ

０

　

０

お も な 内 容

□ 昭和58年度当初予算決まる・……………………

□ 栄養改善実践協議会が発足……………………

□ みどりの少年Fl誕生 (草部南部小)・ ………

□ 夏のゴミ処理をさわやかに……………………

□ 住民定期検診で早期発見を……………………

□ 城北大会でみごと優勝 (野尻中女子ソフト)

□ 高森百景 (駒つなぎ松)………………… ……

野上 龍|]g

ゴit村 秀章

住  所
高森 。昭和

憲三  高森・旭通
和代  白水村

婚因届年月日

58. 5.17診療は午前 9

時か ら午後 5

時まで

鶉
Ｓ
一″ 爾炒

趾
訛
腱

饉
熙
塵

一一鷹

構:鋒隋

鶴
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公
1貝

費
は
年
々
上
昇

由
躙

一職

鼎憲
韓

噺
ｎ
ｕ
ｌＩＩ
日
「

一妻
ｎ
Ｖ
■
一

制「
颯Ｈ

‥１
■
■
日
■
可

■
奮
凛
じ
Ｉ

照
一．Ｉ
需
轟
凛
■

ド
．Ｌ
■
―
■
員

卜
」

生
活
直
結
の
事
業
に
重
点

当初 予算決 まる

高
森
町
議
会
の
六
月
定
例
会
が
六
月
二
十
日
か
ら
七
月
九
日
ま
で
開
か
れ
、

五
十
八
年
度
予
算
案
や
条
例
の
改
正
な
ど
九
議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
暫
定
予
算
に
か
わ
る
新
年
度

一
般
会
計
予
算
は
十
九
億
八
千
五
百
万
円

で
、
前
年
度
と
比
べ

一
一
。
七
で
一の
減
。
景
気
の
低
迷
に
起
因
す
る
税
収
の
低

下
と
国
債
の
増
高
に
と
も
な
う
国
家
財
政
の
硬
直
化
が
少
な
か
ら
ず
本
町
に
も

影
響
を
お
よ
ぼ
し
、
厳
し
い
状
況
の
中
で
の
予
算
編
成
と

な
り

ま
し
た
。　
こ

の
た
め
、
大
幅
な
歳
出
カ
ッ
ト
を
行
う

一
方
、
財
政
調
整
基
金
の
一
部
繰
り
入

れ
、
五
十
七
年
度
歳
計
剰
余
金
の
全
額
繰
越
し
な
ど
行
い
、
窮
地
に
即
応
し
た

超
緊
縮
型
予
算
と
し
ま
し
た
。

歳

　
　
入

て
お
り
、
依
然
と
し
て
財
政
ゎ
の
低
さ

が
人
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

町
税
が
二
億
六
千
四
百
八
十
三
万
九

千
円
で
前
年
比
四

。
二
給
の
伸
び
と
な

っ
た
も
の
の
、
地
方
交
付
税
が
九
億
四

千
万
円
で
ト
ッ
プ
を
占
め
、
町
債
二
億

一
千
二
百
二
十
万
円
、
県
支
出
金

一
億

六
千
四
百
九
万
八
千
円
、
国
庫
支
出
金

一
億
二
千
七
百
九
十
五
万
六
千
円
な
ど

と
な
っ
て
い
ま
す
。

財
源
構
成
を
見
る
と
、
自
主
財
源
二

三
・
八
で
に
対
し
、
依
存
財
源
の
占
め

る
割
合
は
全
体
の
七
六

。
ニ
ギ
と
な

っ

●  ●

●  ●

町
税

は
わ
ず

か

全

体

の

１３

％

町
税
の
占
め
る
割
合
は
、　
一
三
・
三

で
。
そ
の
主
な
内
訳
は
、
町
民
税
一
億

一
千
九
万
六
千
円
、
固
定
資
産
税
一
億

百
九
十
七
万
九
千
円
、
軽
自
動
車
税
五

百
二
十
六
万
七
千
円
、
た
ば
こ
消
費
税

三
千
百
三
十
八
万
五
千
円
、
電
気
税

一

千
四
百
七
十
八
万
七
千
円
、
木
材
引
取

税
百
三
十
二
万
五
千
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。町

税
負
担
は
町
民

一
人
当
た
り

（
四

月

一
日
現
在
）
二
万
八
千
八
百
五
十
二

円
、　
一
戸
当
た
り
で
は
、
十
万
三
千
四

百
九
十

一
円
と
な
り
ま
す
。
町
税
は
町

財
政
の
基
本
と
な
る
財
源
で
あ
り
、
行

政
運
営
上
、
ス
ム
ー
ズ
な
納
税
が
頼
み

の
綱
と
な
っ
て
き
ま
す
。

町

の
借
入
高

は

２０
億
円
を
超
す

町
の
借
金
高
は
五
卜
七
年
度
末
で
、

二
―
億
五
百
十
六
万
円

（元
金
の
み
）

で
、
こ
の
借
金
は
長
期
間
の
償
還
計
画

に
基
づ
き
償
還
中
で
、
五
卜
七
年
分
の

償
還
元
利
金
は
二
億
六
千
四
万
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。
資
金
の
借
入
先
は
大
蔵

省
や
郵
使
年
金
積
立
金
か
ら
な
ど
で
、

そ
の
お
金
は
学
校
建
築
や
道
路
の
性
備

な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

借
金
財
政
が
ふ
く
ら
み
過
ぎ
る
と
、

町
財
政
の
硬
直
化
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
町
財
政
を
診
断
す
る
の
に
、

「
公
債
比
率
」
と
い
う
モ
ノ
サ
シ
が
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
高
森
町
の
公
債
比
率

は
二
十
五
年
度
が
七

・
九
軒
、
五
Ｆ
六

年
度
八
・
八
絆
、
五
十
七
年
度

一
一
。

一
イ
と
、
徐
々
に
上
昇
し
て
き
て
い
ま

す
。

歳
　
　
出

目
的
別
に
歳
出
の
構
成
を
み
ま
す
と

農
林
水
産
業
費
が
四
億
五
百
四
十
六
万

七
千
円
で
ト
ッ
プ
を
占
め
、
続
い
て
総

務
費
が
三
億
六
千
二
十
六
万
四
千
円
、

公
債
費
二
億
六
千
四
万
円
、
土
木
費
二

億
五
千
八
百
十
三
万

一
千
円
、
民
生
費

二
億
二
千
五
百
八
十

一
万
五
千
円
な
ど

の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

公
債
費
に
あ

っ
て
は
、
前
年
度
六
番

目

（構
成
比
九

・
九
で
）
に
対
し
、
本

年
度
は
三
番
目
（構
成
比

一
三
。
一
軒
）

に
ラ
ン
ク
さ
れ
た
の
が
目
立

っ
て
い
ま

す
。
財
政
の
硬
直
化
が
深
刻
に
な

っ
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
。
次
に
今
年
度
の
主

要
事
業
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

総
務
費
関
係

◇
町
有
林
の
新
植
、
下
刈
り
、
枝
打

ち
な
ど
十
団
地

（延
べ
百
二
十

一
診
）

分
と
し
て
千
三
十
三
万
八
千
円

◇
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

白
線
な
ど
交
通
安
全
施
設
に
四
百
八
十

万
円◇

色
見
の
小
倉
原
、
戸
狩
の
地
籍
調

査
に
一
千
七
百
三
十
五
万
三
千
円

◇
旧
役
場
庁
舎
を
商
工
会
へ
貸
与
す

る
た
め
の
改
修
費

一
千
万
円

農
業
費
関
係

◇
た
ば
こ
作
付
推
進
事
業
と
し
て
可

搬
式
乾
燥
機

（大
型
十
台
、
小
型
十
八

台
）
の
導
入
五
百
八
十
万
円

◇
不
作
付
け
農
地
や
耕
作
放
棄
地
を

な
く
し
、
農
地
の
有
効
利
用
を
促
進
す

る
た
め
の
農
地
流
動
化
奨
励
補
助
に
三

百
四
万
八
千
円

◇
牧
野
の
ダ
ニ
駆
除
を
目
指
し
た
家

畜
衛
生
推
進
事
業
に
四
百
卜
六
万
二
千

円
◇
畜
協
移
転
に
伴
う
用
地
造
成
な
ど

公
社
営
畜
産
基
地
建
設
事
業
負
担
金
と

大
学
卒

・
短
大
卒

対
象
に
採
用
試
験

島

京

消

防

庁

東
京
消
防
庁
で
は
大
学

・
短
大
卒
を

対
象
に
し
た
消
防
官
採
用
試
験
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。

〔試
験
日
〕
▽
東
京
＝
九
月
五
日
▽
熊

本
＝
十
月
五
日

〔受
験
資
格
〕
昭
和
二
十
九
年
四
月
二

日
以
降
に
生
ま
れ
た
男
子

〔試
験
の
方
法
〕
〉
大
学
卒

・
短
大
卒

そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
た

一
般
教
養
に
つ
い

て
の
択

一
式
試
験
並
び
に
論
文
試
験

〔待
遇
〕
採
用
時
▽
大
学
卒
約
十
四
万

二
千
円
▽
短
大
卒
約
十
二
万
八
千
円

消
防
学
校
卒
業
後
は
大
学
卒
約
十
六

万
七
千
円
、
短
大
卒
約
卜
五
万
三
千
円

〔採
用
予
定
人
員
〕
約
百
二
十
五
名

※
詳
し
く
は
東
京
消
防
庁
人
事
部
人

事
課

（東
京
都
千
代
田
区
大
手
町

一
ノ

三
ノ
五
）

へ
宛
名
明
記
の
返
信
用
封
筒

を
同
封
の
う
え
受
験
中
込
書
を
ご
請
求

く
だ
さ
い
。

休
暇
村

で
女
子

ア
ル
バ
イ
ト
募
集

南
阿
蘇
国
民
休
暇
村
で
は
、
長
期
の

女
子
ア
ル
バ
イ
ト
を
、
募
集
し
て
い
ま

す
。
年
齢
は
十
八
歳
以
上
、
職
種
は
食

堂
係
で
す
。
待
遇
は
日
給
三
千
七
百
円

（食
費
五
百
円
含
む
）
。

詳
細
は
南
阿
蘇
国
民
休
暇
村

（
審
②

２
１
１
１
）
へ
。

広  報  ′こ か  も  り(1)  場合278号

る
と
き
は
、
あ
れ
こ
れ
と
陛
話
を
や

き
、
一
生
懸
命
、受
情
を
注
ぎ
ま
す
。

し
か
し
、
子
供
が
少
し
悪
さ
を
し
た

り
、
非
行
の
芽
が
出
か
か

っ
た
よ
う

な
と
き
、

「
こ
ん
な
に
お
前
の
た
め

を
思

っ
て
や
っ
て
い
る
の
に
、
ど
う

し
て
親
を
裏
切
る
」
な
ど
と
、
悲
鳴

を
あ
げ
が
ち
で
す
が
、
ち
ょ
っ
と
待

っ
て
く
だ
さ
い
。
肝
心
な
の
は
、
子

供
が
ど
う
い
う
状
況
に
あ

っ
て
も
、

常
に
変
ら
ぬ
愛
情
を
注
ぎ
続
け
る
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

子
供
な
ら
だ
れ
で
も
、
親
を
悲
し

ま
せ
た
く
な
い
と
い
う
気
持
ち
を
持

っ
て
い
る
、
そ
う
信
じ
た
い
の
で
す
。

親
が
常
に
本
気
で
子
供
と
付
き
合

っ

て
い
く
態
度
を
貫
け
ば
、
非
行
の
芽

な
ど

育

つ
は
ず
が

な
い

と
思
い
ま

す
。

笏 .o,1

俳

饉

穂

積

隆

信

一一
し

か

る

ほ

ど
遠

の

く

娘
は
、
そ
の
時
ま
で
、
そ
れ
は
真

面
目
な
子
供
で
し
た
。

そ
の
時
―

中
学

一
年
も
終
わ
り

に
近
い
三
月
初
め
の
こ
と
で
す
。
顔

を
カ
ミ
ソ
リ
の
よ
う
な
も
の
で
切
ら

れ
て
帰

っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

と
い
う
も
の
、
学
校
か
ら
帰
る
の
が

遅
く
な
る
し
、
親
を
避
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
私
ば
か
り
か
、
妻
と

言
葉
を
交
わ
す
こ
と
も
嫌
う
よ
う
に

な
り
、
日
を
追

っ
て
娘
の
生
活
態
度

が
お
か
し
く
な

っ
て
い
き
ま
し
た
。

私
た
ち
夫
婦
は
、
た
だ
仰
人
す
る

ば
か
り
で
、
な
す
す
べ
も
な
く
、
と

に
か
く

「
親
と
し
て
」
の
面
日
と
世

間
体
を
気
に
し
て
、
娘
を
し
か
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
し
か
れ
ば
し
か
る

ほ
ど
娘
は
遠
の
い
て
い
き
、
私
と
襲

は
た
だ
娘
の
行
動
に
振
り
回
さ
れ
る

ば
か
り
で
し
た
。

子
供
に
非
行
の
兆
し
が
見
え
る
と

親
は
怒
り
ま
す
。
す
る
と
、
子
供
は

逃
げ
る
。
つ
ま
り
親
を
避
け
る
よ
う

に
な
り
ま
す
が
、
親
は
逃
げ
る
子
供

し
C

い

つ

★
ほ
ず
み

。
た
か
の
ぶ
　
昭
和
六

年
静
岡
県
生
ま
れ
。
俳
優
座
養
成
所

卒
。
多
く
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
や
舞
台

で
非
行
に
走
る
娘
と
の
せ
い
絶
な
闘

い
を
つ
づ

っ
た
著
書
「積
木
く
ず
し
」

が
大
き
な
反
響
を
呼
ん
で
い
る
。

を
追
い
詰
め
て
は
し
か
り
、
と
き
に

は
暴
力
を
振
る
う
よ
う
に
な
る
―
―

こ
れ
で
は
、
親
子
の
関
係
は
こ
じ
れ

れ
る
ば
か
り
で
す
。

好
奇
心
か
ら
面
白
半
分
に
シ
ン
ナ

ー
を
日
に
し
た
に
す
ぎ
な
い
の
に
、

あ
ま
り
に
も
ひ
ど
い
怒
り
方
を
す
る

親
の

態
度
に

嫌
気
が

さ
し
て
、
身

も
心
も
シ
ン
ナ
ー
に
奪
わ
れ
て
い
く

―

‐そ
う
い
っ
た
ケ
ー
ス
も
多
い
の

で
す
。

子
供

の
心
が
見
え
な

い
と
き

子
供
な
ら

だ
れ
で
も

″親
を
悲
し
ま
せ
た
く
な
い
″

気
持
ち
を
持

っ
て
い
る も

、
頭
か
ら
ホ
ン
ホ
ン
お
説
教
を
並

べ
ら
れ
る
ば
か
り
で
は
、
面
白
い
は

ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。

″身
も
心
も
安
ら
ぐ
、
性
界
で
い

ち
ば
ん
素
晴
ら
し
い
港
″
―
―
子
供

が
そ
う
思
え
る
よ
う
な
家
庭
づ
く
り

を
す
る
こ
と
が
、
非
行
防
ＩＬ
を
考
え

る
う
え
で
何
よ
り
も
大
切
な
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

子
供
が
自
発
的
に
、
自
ら
心
を
開

い
て
親
に
話
し
か
け
ら
れ
る
、
何
ご

と
も
相
談
で
き
る
ム
ー
ド
づ
く
り
を

心
掛
け
た
い
も
の
で
す
。
そ
の
た
め

子
供
に
と

っ
て
家
庭
は

″
港
ク

子
供
に
と
っ
て
、
わ
が
家
は
い
つ

で
も
安
心
し
て
停
泊
で
き
る

″港
″

の
よ
う
な
も
の
で
す
。
し
か
し
、　
一

日
を
終
え
て

″港
″
に
帰

っ
て
き
て

子
供
の
心
が
見
え
な
く
な
っ
た
親

と

い
う

の
は
、
子
供
に

し
て
み
れ

ば
、
た
だ
恐
ろ
し
く
て
、
う
と
ま
し

い
も
の
に

し
か
映
ら
な
い
よ
う
で

す
。
こ
う
な
る
と
、
子
供
は
親
に
も

世
間
に
も
背
を
向
け
て
、
自
分
の
世

界
に
立
て
こ
も

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

常
に
変
ら
ぬ
愛
情
を

親
は
、
子
供
が
順
調
に
育

っ
て
い

に
は
、
ま
ず
、
あ
い
さ
つ
を
忘
れ
な

い
家
庭
関
係
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。

朝
、
夕
に
顔
を
合
わ
せ
て
も
子
供
が

あ
い
さ
つ
を
し
な
い
な
ら
、
親
の
ほ

う
か
ら
積
極
的
に
、

「
お
は
よ
う
」

「
お
か
え
り
」

「
お
や
す
み
」
と
声

を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
子

供
の
心
が
常
に
家
族
に
向

っ
て
開
い

て
い
る
―
―
そ
う
い
う
家
庭
づ
く
り

を
日
指
し
た
い
も
の
で
す
。
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若
い
力
で

国
を
守
ろ
う

自
衛
官
募
集
中

「
持
者
の
１
で
国
卜
の
防
衛
を
」
―

い
ま
防
衛
庁
で
は
、
１
等
性
海
空
卜
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

資
格
は

―
八
歳
か
ら

二
―
″
茂

米

満
。中
学
校
卒
業
程
度
の
試
験
が
あ
り
、

合
格
す
る
と
自
衛
官
の
誕
生
と
な
り
ま

す
。初

任
給
は
、
月
額
九
万
六
千
円

（―

ヵ
月
後
に
―
万
四
千
六
百
円
）
。
在
隊

中
に
、
無
線
、
中
州
、
整
備
、
建
築
、

栄
養
、
機
関
卜
な
ど
の
国
家
免
許
を
と

る
機
会
が
あ
り
ま
す
。

入
隊
ご
希
望
の
方
は
、
役
場
総
務
課

ま
た
は
阿
蘇
募
集
♯
務
所

（
８
〇
九
六

Ｌ
三
―
四
１
０
‥
四
八
）

へ
。

国
家
公
務
員
初
級

税
務
職
員
を
募
集

人
事
院
で
は
、
国
家
公
務
員
初
級
職

員

（税
務
職
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

国
家
公
務
員
採
用
初
級
試
験

（税
務
）

に
合
格
し
、
採
用
さ
れ
ま
す
と
、
税
務

大
学
校
普
通
科
に
入
校
し
ま
す
。
税
務

大
学
校
普
通
科
で
は
、　
一
年
間
税
務
の

専
門
教
育
を
受
け
、
そ
の
後
、
税
務
職

員
と
し
て
、
国
税
の
仕
事
に
従
事
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

受
験
資
格
は
、
昭
和
三
十
八
年
四
月

二
日
か
ら
昭
和
四
十

一
年
四
月

一
日
ま

で
に
生
れ
た
方
と
な
っ
て
い
ま
す
。
中

込
受
付
期
間
は
、
七
月
六
日
か
ら
十
四

日
ま
で
。
申
込
用
紙
は
国
税
局
、
税
務

署
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

運
転
免
許
証
の
再

交
付
申
請
手
続
き

八
月

一
日
か
ら
運
転
免
許
証
の
再
交

付
申
請
手
続
き
が
次
の
と
お
り
変
わ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
受
付
時
間
　
免
許
セ
ン
タ
ー
の
受
付

時
間
は
▽
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

（午
後

一
時
か
ら
午
後

一
時
半
）
　

▽
土
曜
日

＝
八
午
前
八
時
半
か
ら
午
前
九
時
）

○
遺
失
届
　
運
転
免
許
証
を
亡
く
さ
れ

た
方
は
、
必
ず
お
近
く
の
警
察
署

（駐

在
所
）
に
亡
く
し
た
と
い
う
届
を
し
て

く
だ
さ
い
。

Ｏ
て
ん
末
書
　
運
転
免
許
証
の
再
交
付

申
請
を
し
よ
う
と
す
る
方

（免
許
証
を

汚
し
た
り
、
破
れ
た
こ
と
を
理
由
と
す

る
再
交
付
申
請
を
除
く
）
は
、
警
察
署

で

「
運
転
免
許
証
亡
失

・
滅
失
て
ん
末

書
」
を
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｏ
再
交
付
申
請
　
作
成
し
た

「
運
転
免

許
証
亡
失

・
滅
失
て
ん
末
書
」
を
持

っ

て
、
免
許
セ
ン
タ
ー
、
ま
た
は
住
所
地

を
管
轄
す
る
警
察
署
で
再
交
付
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。

○
再
交
付
免
許
証
の
交
付
　
警
察
署
で

申
請
受
理
し
た
免
許
証
の
交
付
は
約
二

週
間
か
か
り
ま
す
。
免
許
セ
ン
タ
ー
で

申
請
受
理
し
た
免
許
証
の
交
付
は
、
そ

の

日
の

午
後
四
時
半

ご
ろ
に
な
り
ま

す
。

七
月
十
日
か
ら
八
月
二
十

一
日
ま
で
開

村
に
な
り
ま
す
。
予
約
は
高
森
町
商
工

会

（
電
②
０
２
７
４
）
、
開
村
後
は
同

キ
ャ
ン
プ
村

（
審
②
０
８
５
０
）
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

税
の
作
文
募
集

阿

蘇

税

務

署

国
税
局
、
税
務
署
で
は
、
中
学
生
、

高
校
生
の
皆
さ
ん
か
ら

「
税
の
作
文
」

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◇
テ
ー
マ
　
税
に
関
す
る
こ
と
。
た
と

え
ば
▽
税
金
や
税
務
署
に
つ
い
て
の
意

見
、
税
金
に
つ
い
て
学
校
な
ど
で
教
わ

っ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
意
見
▽
税
務
署

な
ど
見
学
し
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ
の

時
の
印
象
や
経
験
▽
税
に
つ
い
て
の
父

兄
の
体
験
談
や
人
の
話
を
聞
い
て
、
そ

れ
に
対
す
る
自
分
の
考
え

◇
字
数
　
中
学
生
＝
千
六
百
字
以
内
、

高
校
生
＝
三
千
字
以
内

◇
締
切
り
　
中
学
生
＝
九
月
二
十
日
、

一般会計歳入 (単位 :千円、△は減)

(単位 :千円、△は減)

お
知
ら
せ

の
ベ

鍋
の
平
キ
ャ
ン
プ
場

７
月
１０

日
に
開
村

例
年
、
大
勢
の
キ
ャ
ン
パ
ー
で
に
ぎ

わ
う
鍋
の
平
キ
ャ
ン
プ
村
は
、
今
年
も

``ち
●たばこは地元で

買いましょう.

４
な
・メ
予
繊
感

昔
な
ら
しの
中
‐に
生
か
さ
れ
て
い
ま
斗９

し
て
百
十
万
四
千
円

◇
ガ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
用
地
の
購
入
な
ど

地
域
改
善
対
策
事
業
費
八
百
四
万
円

◇
防
ケ
平
、
内
山
の
老
朽
溜
池
整
備

に
一
千
八
百
十
八
万
八
千
円

◇
池
の
迫
地
区
の
農
免
道
路
整
備
の

町
負
担
金
二
百
十
万
円

◇
四
割
助
成
に
よ
る
農
道
整
備
四
百

万
円◇

広
域
農
道
整
備
の
調
査
測
量
費

（町
費
負
担
分
）
二
百
九
万
四
千
円

林
業
費
関
係

◇
間
伐
作
業
道

（白
石
線
）
の
整
備

に
五
百
万
円

◇
間
伐
促
進
対
策
に
六
百
六
十
九
万

六
千
円

◇
林
業
構
造
改
善
事
業
に
よ
る
山
村

広
場

（グ
ラ
ウ
ン
ド

・
一
八
〇
〇
〇
平

方
研
）
の
建
設
に
一
億
五
千
四
百
六
十

●  0

●  ″

一般会計歳出

日
＝
日

３０

日
は
無
料
法
律
相
談

日

▽
町
民
セ
ン
タ
ー

▽
時
間
　
午
後

一
時
か
ら

今
月
の
支
払
日

０

０

０

日

日

日

５

‐５

２７

町
役
場
の
支
払
日
は
、
事
務
整

理
の
都
合
上
、
勝
手
な
が
ら
五
の

つ
く
日
に
定
め
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
当
日
が
上

ｏ
日

・
祭
日
に
あ

た
る
場
合
は
翌
平
日

に
な

り
ま

す
。
支
払
時
間
は
午
前
九
時
か
ら

午
後
三
時
ま
で
で
す
。

高
校
牛
＝
九
月
圧
＝

◇
提
出
先
　
阿
蘇
税
務
署

優
秀
作
品
に
は
、
国
税
庁
長
官
賞
、

国
税
局
長
賞
、
税
務
署
長
賞
お
よ
び
記

念
品
な
ど
が
贈
り
さ
れ
ま
す
。
お
た
ず

ね
は
阿
蘇
税
務
署

ヘ

７
月

２６

日
の

献
血
に
ご
協
力
を

七
月
ニ
ト
六
日
に
は
、
本
町
の
畜
産

セ
ン
タ
ー
に
日
赤
の
献
血
車
が
や

っ
て

き
ま
す
。

県
内
で
は
毎
日
約
二
百
人
分
の
血
液

が
必
要
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
血
液
は
み
な
さ
ん
が
自
発
的
に
提
供

さ
れ
る
善
意
の
献
血
に
よ
っ
て
確
保
さ

れ
る
の
で
す
。
献
血
は
十
六
歳
以
上
で

六
卜
歳
未
満
の
健
康
な
方
で
あ
れ
ば
誰

れ
で
も
で
き
ま
す
。
献
血
す
る
と
き
は

血
液
型
、
血
液
の
比
重
、
血
圧
測
定
、

医
師
の
間
診
が
あ
り
、
あ
な
た
の
健
康

度
も
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

協
力
く
だ
さ
い
。
受
付
時
間
は
午
前
九

時
半
か
ら
午
後
三
時
半
ま
で
。

六
万
五
千
円

◇
札
峠
、
化
粧
田
の
林
道
開
設
二
千

四
百
七
十
九
万
円

土
木
費
関
係

◇
過
疎
対
策
事
業
に
よ
る
町
道
整
備

（社
倉
―
蔵
地
線
ほ
か
六
路
線
）
八
千

三
百
万
円

◇
臨
時
地
方
道
整
備
事
業
に
よ
る
町

道
舗
装
（
山
付
―
永
野
線
ほ
か
四
路
線
）

四
千
五
百
九
十
万
円

◇
県
道
改
良

（町
村
負
担
金
）
二
十

万
円◇

四
割
助
成
に
よ
る
部
落
道
整
備
に

九
十
万
円
　
・

◇
町
営
住
宅
内
の
道
路
舗
装
、
側
溝

水
道
、
擁
壁
工
事
な
ど
に
一
千
七
十
二

万
五
千
円

◇
砂
防
事
業
の
町
負
担
金
百
万
円

消
防
費
関
係

◇
防
火
水
槽
の
建
設

（津
留

・
林
業

セ
ン
タ
ー
内
、
四
〇

ント
）
三
百
万
円

◇
第
七
分
団

（上
色
見
）
の
ポ
ン
プ

車
購
入
費
六
百
三
十
七
万
八
千
円

◇
第
五
分
団

（下
町
）
の
積
載
車
購

入
費
二
百
六
十
万
円

◇
格
納
庫
、
水
槽
、
ホ
ー
ス
な
ど
消

防
施
設
整
備
に
三
百
二
十
三
万
四
千
円

教
育
費
関
係

◇
高
森
小
運
動
場
排
水
、
野
尻
小
体

育
館
床
張
り
、
色
見
小
プ
ー
ル
送
水
管

布
設
な
ど
に
一
千
百
九
十

一
万
二
千
円

◇
草
北
中
プ
ー
ル
改
修
、
野
尻
中
グ

ラ
ウ
ン
ド
整
備
、
草
部
中
体
育
倉
庫
建

設
な
ど
六
百
万
円

◇
高
森
高
等
学
校
通
学
生
奨
励
金
と

し
て
三
百
七
十
二
万
円

1.町      税

2.地 方 譲 与 税

100.0

ナ曽

839

3,000 皆  増

127,956

42 0001△ 2.3

二
日

9

4.2

16出  金

74.1

14.3
/  36.8

△ 11.7
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その他
13.9
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47.4

その他
28.1

″ tり 他

2｀、.1

人件安

27 (,

設

費

投 資的

経 費

26.5

義 務 的

経 費

45.4

扶
助
費

４
・７

公 (責 賀

13.1

款

1

85,151

225,531

10. 'た  
′
ltf il lll 

′′!:

11 公   (:li   費

12.予   備   費

生 費

産 業 費

3 生

工

16.9

△  4.4
8.7

7.土   木

8 711`   |力    費

9.教   育  費

13.1

100.0

91 664

12

%

0.2

781 △ 48_7

△ 1

360,264 △ 49.3

225 815 △ 21.4

31.34015,467

258,131 13.8

18.3

0.1

18.1

11.4

4.6

20.4
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5.農 林 水
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260,040

3,948
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「
家
族
と
地
域
の
食
生
活
改
善
は
私

た
ち
の
手
で
」
と
、
六
月
十
四
日
林
業

総
合
セ
ン
タ
ー
で
、
健
康
を
守
る
婦
人

の
会
に
よ
る
保
健
栄
養
改
善
実
践
協
議

会
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

町
の
健
康
を
守
る
婦
人
の
会
で
は
、

栄
養
教
室
修
了
者
で
埋
っ
た
会
場

定
期
検
診
の
受
診
率
向
上
や
環
境
美
化

な
ど
、
保
健
部
門
で
の
活
動
は
盛
ん
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
栄
養
部
門
を
重

点
に
し
た
健
康
づ
く
り
の
効
果
を
上
げ

る
組
織
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

同
協
議
会
は
、
栄
養
教
室
を
修
了
し

た
二
百
四
十
三
人
で
組
織
さ

れ
、
こ
の
中
か
ら
各
地
区
の

代
表
二
十
四
人
が
推
進
委
員
と
し
て
、

保
健
栄
養
教
室
の
伝
達

活
動
や
食
生

活
、
健
康
に
関
す
る
相
談
役
と
し
て
、

活
躍
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
の
結
成
式
は
、
健
康
を
守
る

婦
人
の
会
役
員
、
栄
養
教
室
修
了
者
、

町

。
県
関
係
者
な
ど
約
二
百
五
卜
人
が

出
席
し
て
開
か
れ
、
経
過
報
告
、
役
員

紹
介
の
あ
と

議
事
に
移

り
、　
会
則
制

定
、
今
年
度
の
事
業
計
画
、
予
算
な
ど

原
案
ど
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

続
い
て

「
私
た
ち
の
健
康
は
私
た
ち

の
手
で
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
採
択
、
こ

の
あ
と
山
本
栄
子
県
健
康
指
導
課
長
補

佐
の
特
別
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
推
進

委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

三
森
明
美
、
佐
藤
市
子
、
中
村
よ
り

子
、
加
藤
勝
子
、
有
働
豊
子
、
重
野
悦

子
、
岩
下
扶
美
子
、
後
藤
本
子
、
谷
川

幸
代
、
津
留

ユ
イ
子
、
宇
藤
直
子
、
岩

下
和
子
、
後
藤
朝
子
、
小
崎
美
智
代
、

小
島
】敏
子
、
遠
山

ス
ガ
ヨ
、
工
藤

鈴

子
、
甲
斐
和
子
、
那
須
け
い
子
、
赤
星

モ
ト
子
、
野
尻
千
恵
子
、
田
上
季
、
吉

良
山
ム
ツ
、
鶴
林
か
ず
子

開
院
１０
周
年

で

豪
華
な
町
旗
贈
る

天
神
の
馬
原
医
師

新
庁
舎
落
成
を
記
念
し
て
―
―
と
、

こ
の
ほ
ど
高
森
天
神
の
馬
原
敬
二
医
師

（四
五
）
か
ら
、
町
役
場
に
豪
華
な
町
旗
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

馬
原
医
師
開
業
の
内
科
医
院
は
、
昨

年
暮
れ
で
、
満
卜
周
年
を
迎
え
ま
し
た

が
、
当
初
予
定
さ
れ
て
い
た
謝
恩
パ
ー

テ
ィ
ー
を
や
め
、
町
旗
の
寄
贈
に
か
え

ら
れ
た
も
の
で
す
。

今
回
寄
贈
を
受
け
た
町
旗
は
縦
七
〇

考
、
横

一
材
。
正
絹
綾
錦
使
用
の
四
段

給
仕
立
て
。
紫
紺
の
カ
ラ
ー
を
ベ
ー
ス

に
中
央
の
町
章
は
金
銀
総

刺
し
ゅ
う

で
は
ど
こ
し
て
あ
り
ま
す
。
竿
頭
、
旗

受
バ
ン
ド
、
ケ
ー
ス
な
ど
の
付
属
品
付

き
。
＝
写
真
は
寄
贈
さ
れ
た
町
旗

「
断
酒
会
」
で
は
月
例
会
を
開
き
、

保
健
所
や
町
の
保
健
婦
の
指
導
で
、
話

し
合
い
を
し
た
り
、
講
演
会
を
行
い
、

ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
の
正
し
い
知
識
や
家

族
の
心
構
え

な
ど
を

学
ん
で
い
き
ま

す
。
発
会
式
は
次
の
と
お
り
で
す
。

∧
日
時
∨
七
月
三
十
日
午
後
七
時
か
ら

∧
場
所
∨
阿
蘇
保
健
所
高
森
支
所

健
康
を
守
る

婦

人

の

会

４
　
コ
ッ
プ
酒
の

一
合
ぐ
ら
い
な
ら

一
気
に
の
め
る

５
　
一
口
で
清
酒

一
升

（角
び
ん

一
本
）
以
上
は
の
め
る

６
　
飲
む
金

（
の
み
屋
の
―――
金
）
に
困

っ
た

７
　
あ
な
た
の
酒
は
悪
い
洒
だ
と
言
わ
れ
た

８
　
飲
ん
で
家
庭
内
で
問
題
を
起
し
た

９
　
飲
み
出
す
と
ト
コ
ト
ン
ま
で
飲
ん
で
し
ま
う

１０
　
飲
ん
で
仕
事
Ｌ
の
問
題
を
起
し
た

１１
　
飲
ん
だ
後
で
深
く
後
悔
す
る

１２
　
飲
ま
な
い
と
夕
食
が
お
い
し
く
な
ｔ

ｌ３
　
毎
晩
清
酒
に
し
て
三
合
以
上
は
の
む

１４
　
酒
の
た
め
家
庭
経
済
が
苦
し
く
な

っ
た

巧
　
休
み
の
日
は
朝
か
ら
飲
む

１９
　
飲
ん
で
記
憶
を
失

っ
た

２０
　
飲
ん
で
暴
力
を
ふ
る

っ
た

（い
し
い
）

２１
　
体
が
だ
る
く
て
何
も
す
る
気
が
し
な
い

２２
　
飲
ま
な
い
と
眠
ら
れ
な
い

２３
　
汗
が

（特
に
寝
汗
）
が
ひ
ど
い

２４
　
飲
む
の
を
が
ま
ん
す
る
と
イ
ラ
イ
ラ
す
る

２５
　
手
が
ふ
る
え
る

２６
　
小
便

（又
は
大
便
）
を
も
ら
し
た

２７
　
何
も
な
い
の
に
声
が
聞
え
た
り
物
が
見
え
た
り
す
る

２８
　
酒
の
た
め
に
医
者
に
か
か

っ
た

２９
　
医
者
に
酒
を
や
め
な
さ
い
と
言
わ
れ
た

３０
　
自
分
は
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
だ
と
思
う

″
ア

ル
中
″
を

な

く

そ

う

近
く
阿
蘇
南
部
断
酒
会
が
発
足

（
心
あ
た
り
の
項
目
が
十
以
上
あ
れ
ば
中
毒
の
危
険
が
あ
り
、
十
五
以
上
あ
れ
ば
す
で
に
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
で
す
。
）

実
践
協
議
会
を
発
足

こ
の
と
こ
ろ
青
少
年
の
非

行
や
校
内
暴
力
が
大
き
な
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
高

森
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

で
は
、
五
月
三
十

一
日
林
業

総
合
セ
ン
タ
ー
に
、
議
会
、

行
政
、
区
長
会
、
婦
人
会
、

青
年
団
、
教
育
関
係
者
、
子

供
会
な
ど
各
団
体
の
代
表
百

五
十
人
が
出
席
し
て
定
期
総

会
を
開
き
、
青
少
年
の
健
全

な
育
成
を
図
る
た
め
の
施
策
を
推
進
す

る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
ま
ず
岩
下
会
長

（前
町

長
）
が

「
青
少
年
の
育
成
は
大
人
の
責

任
、
運
動
の
輪
を
広
げ
よ
う
」
と
あ
い

さ
つ
。
議
長
に
甲
斐

一
誠
氏
を
選
出
し

て
、
五
十
七
年
度
の
事
業
報
告
と
収
支

決
算
を
承
認
し
た
あ
と
、
広
報
啓
発
、

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、
環
境
浄
化
運
動
、

教
育
現
場
と
の
懇
談
会
な
ど
を
盛
り
込

ん
だ
五
卜
八
年
度
事
業
計
画
と
、
そ
れ

に
伴
う
総
額
八
十
七

万
八
千
円
の
予
算
案

を
決
議
し
ま
し
た
。

次
い
で
役
員
の
選

任
、
今
村

教

育

長

の

「
青
少
年
健
全
育

成
問
題
を
考
え
る
」

と
題
し
た
講
演
が
あ
り
、
最
後
に

「
青

少
年
を
心
身
と
も
に
健
全
に
育
成
す
る

の
は
町
民
す
べ
て
の
願
い
で
あ
り
責

務
、
地
域
ぐ
る
み
の
活
動
を
強
力
に
展

開
す
る
」
旨
の
宣
言
を
採
択
し
ま
し
た

新
し
く
会
議
メ
ン
バ
ー
に
選
任
さ
れ

た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
会
長
　
瀬
井
浪
夫
▽
副
会
長
　
山

村
英
男
▽
常
任
委
員
　
白
石
博
昭
、
熊

谷
積
雄
、
岩
下
潔
、
拓
植
良
孝
、
有
働

和
幸
、
岩
下
励
▽
監
事
　
志
柿
末
浩

青
少
年
の
健
全
育
成
を

町
民
会
議
が
定
期
総
会
ひ
ら
く

|  |

■  ,
最
近
、
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
に
よ
る
社

会
問
題
も
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
酒
を
や
め
よ
う
と
決
意
さ
れ

頑
張

っ
て
お
ら
れ
る
高
森
村
山
の
本
田

駿
さ
ん
（五
二）ら
有
志
の
方
々
が
集
ま
つ

て

「
阿
蘇
南
部
断
酒
会
」
を
発
足
さ
せ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
酒
で
お
悩
み

の
方
、
ま
た
同
じ
悩
み
を
お
持
ち
の
ご

家
族
な
ど
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
足
を
お

運
び
く
だ
さ
い
。

遠
距
離
電
話
の
値
下
げ

七
月
二
―

一
日
か
ら
遠
距
離
電
話
料

金
の
値
下
げ
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

高
森
局
よ
り
三
百
二
十
キ
ロ
を
超
え
る

地
域
、例
え
ば
、岡
山
、
大
阪
、
東
京
、

沖
縄
等

へ
の
一
〇
〇
番
通
話
は
昼
間
料

金
が
現
行
の
四
百
五
十
１
六
百
円
が

一

律
四
百
五
円
に
、
夜
間
料
金

（午
前
六

時
―
午
前
八
時
、
午
後
七
時
―
九
時
）

は
現
行
の
三
分
間
二
百
七
十
１
三
百
六

卜
円
が

一
律
二
百
四
十
円
に
、
深
夜
料

金

（午
後
九
時
―
午
前
六
時
）
が
同
二

百
二
十
１
二
百
四
十
円
か
ら

一
律
二
百

二
十
円
に
そ
れ
ぞ
れ
引
き
下
げ
ら
れ
ま

す
。
ま
た
グ
イ
ヤ
ル
通
話
料
金
も
現
行

の
料
金
よ
り
十

一
％
か
ら
三
十
三
％
の

幅
で
引
き
下
げ
ら
れ

一
段
と
利
用
し
や

す
く
な
り
ま
す
。

県
道

「
柳
谷
―
津
留
線
」
を
東

ヘ

進
み
大
字
野
尻
蔵
地
の
集
落
を
過
ぎ

る
と
、
道
は
下
り
坂
と
な
り
、
前
方

指
呼
の
彼
方
に
祖
母
連
山
が
展
開
さ

れ
ま
す
。
祖
母
の
主
峰
を
は
じ
め
左

に
越
敷
岳
、
右
に
筒
岳
の
奇
峰
に
目

を
見
張
り
ま
す
。
坂
の
中
途
左
側
、

小
旧
道
の
分
岐
点
に
赤
松
の
大
木
が

傘
を
広
げ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
里

人
は

″駒
つ
な
ぎ
の
松
″
と
呼
ん
で

い
ま
す
。

古
く
は
藩
政
時
代
か
ら
明
治
、
大

正
、昭
和
の
軍
国
時
代
に
至
る
ま
で
、

い
わ
ゆ
る
至
上
命
令
に
よ
っ
て
、
国

出

征
、
再

会

に
も

ひ

と
役

高
感

面

景

⑪

の
内
外
の
警
備
に
、
あ
る
い
は
戦
争

に
召
し
出
さ
れ
た
つ
わ
も
の
達
を
送

り
迎
え
す
る
た
び
に
馬
を
つ
な
ぎ
、

一
刻
の
別
れ
を
惜
し
み
、
再
会
の
喜

び
に
涙
を
流
し
た
場
所
で
あ

っ
た
そ

う
で
す
が
、
親
類
、
縁
者
、
隣
人
村

民
、学
校
児
童
の
旗
行
列
の
終
る
所
、

始
ま
る
所
で
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
こ
か
ら
程
近
く
迫
田
を
隔
て
た

や
ぶ
の
中
に
、
初
馬
谷
薬
師
堂
が
あ

り
、
日
光
菩
薩
、
月
光
菩
薩
を
両
脇

に
控
え
薬
師
如
来
が
祭
ら
れ
て
い
ま

す
。
以
前
は
元
向
津
留
野
尻
家
側
に

あ

っ
た
そ
う
で
す
が
、
い
つ
の
代
に

か
現
在
地
に
移
さ
れ
ま
し
た

（本
田

秀
行
氏
著

。
信
仰
風
土
記
）
。
堂
近

く
に
湧
き
清
水
も

あ
る

と
こ
ろ

か

ら
、
辻
堂
と
し
て
最
適
の
こ
の
地
を

選
ん
だ
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

な
に
は
と
も
あ
れ
、
御
本
尊
は
も

ち
ろ
ん
、
脇
仏
、
十
二
神
将
、
石
像

な
ど
優
れ
た
文
化
財
の
保
護
に
は
、

今
後
だ
れ
が
責
任
を
も

っ
て
当
た
る

か
が
当
面
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。
松

頼
も

何
か
を

訴
え
て

い
る
よ
う
で

す
。　
　
　
　
　
∧
内
田
　
秀
憲
∨
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努力実 り宿願果たす

長
年
の
消
防
団
活
動
が
認
め
ら
れ
春

の
叙
勲
で
勲
六
等
単
光
旭
日
草
を
受
章

さ
れ
た
高
森
下
町
の
山
村

一
郎
さ
ん

（六
四
）
の
叙
勲
祝
賀
会
は
、
六
月
十

一
日

午
後
二
時
か
ら
畜
産
セ
ン
タ
ー
に
消
防

団
、
商
工
会
員
ら
約
二
百
人
が
出
席
し

て
開
か
れ
ま
し
た
。

発
起
人
を
代
表
し
て
瀬
井
町
長
が
あ

い
さ
つ
、
次
い
で
出
席
者

一
同
に
よ
る

記
念
品
お
よ
び
花
束
贈
呈
、
宇
藤
消
防

団
長
、
岩
下
前
町
長
、
山
村
町
議
会
議

長
な
ど
大
勢
か
ら
の
祝
辞
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
あ
と
山
村
さ
ん
が

「受
章
を

機
会
に
徴
力
な
が
ら
町
発
展
の
た
め

一

生
懸
命
に
精
進
し
ま
す
」
と
謝
辞
を
述

べ
祝
宴
に
移
り
ま
し
た
。

山
村
さ
ん
は
昭
和
二
十
二
年
町
消
防

団
に
入
団
以
来
、
五
十
四
年
十

一
月
退

団
さ
れ
る
ま
で
、
三
十
余
年
の
長
き
に

わ
た
り
、
消
防
団
活
動
の
充
実
に
寄
与

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
山
村
さ
ん
は
四

十
二
年
か
ら
五
十
四
年
ま
で
三
期
十
二

年
間
、
町
議
会
議
員
と
し
て
厚
生
副
委

員
長
、
総
務
委
員
長
、
議
長
の
各
要
職

を
務
め
ら
れ
、
円
滑
な
議
会
運
営
ど
町

政
発
展
に
尽
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
山
村
さ
ん
は
受
章
記
念
と
し

て
、
会
場
で
町
消
防
団
基
金
と
し
て
金

野
尻
中
学
校

（
三
好
修
造
校
長
、
五

十
九
人
）
の
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー

ム
は
、
こ
の
ほ
ど
阿
蘇
北
中
で
行
わ
れ

た
城
北
大
会
で
な
み
い
る
強
豪
を
倒
し

て
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

城
北
大
会
は
玉
名
、
鹿
本
、
菊
地
、

阿
蘇
の
各
郡
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
チ

ー
ム
が
集

っ
て
優
勝
を
競
う
学
校
に
と

っ
て
は
大
き
な
大
会
。
野
尻
中
は
同
大

１
　
飲
ん
で
評
判
を
お
と
し
た

２
　
二
日
酔
で
仕
事
を
サ
ボ

っ
た

３
　
酒
を
つ
つ
し
み
な
さ
い
と
言
わ
れ
た

郷
土
の
緑
を
大
切
に
守
ろ
う
と
い
う

「緑
の
少
年
団
」
が
草
部
南
部
地
区
に

も
誕
生
し
ま
し
た
。
町
内
で
は
草
部
北

部
地
区
に
次
ぐ
も
の
で
郡
内
で
は
六
番

目
。
六
月
八
日
草
部
南
部
小
学
校
集
会

所
に
関
係
者
約
八
十
人
が
集
ま
り
結
団

式
が
あ
り
ま
し
た
。

同
少
年
団
は
、
車
部
小
四
年
生
以
上

りの少年団誕生

草南小の43人、入団

灯赳覇

み ど

野尻中ソフ トボールチーム

城北大会でみごと優勝

優 勝 に 大 喜 び の 野 尻 中 ソフ トボ ー ル 部

町内で
二つ目

（微∽瀬
胡
叫少
し
でも
心あ
たりがあ
れば○
を
つけ）

１６
　
仕
事
の
あ
る
日
で
も
朝
酒
を
す
る

１７
　
仕
事
中
で
も
飲
む

１８
　
酔
い
が
さ
め
る
と
む
し
ょ
う
に
飲
み
た
く
な
る

|  |

■  ,

校庭に樹木を植える草部小みどりの少年団

は
保
護
者
を
中
心
と
し
た
後
援
会
が
が

っ
ち
り
し
て
い
て
地
域
ぐ
る
み
で
物
質

的
、
精
神
的
に
応
援
。
と
く
に
津
留
の

加
来
渡
さ
ん
（四
八
）
は
移
動
式
の
バ
ッ
ク

ネ
ッ
ト
と
道
具
入
れ
の
倉
庫
を
寄
贈
、

ま
た
野
尻
の
古
沢
豊
喜
さ
ん
（五
二
）も
部

員
全
員
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
贈
る
な
ど
、

暖
か
い
支
援
を
続
け
て

こ
ら
れ
ま

し

た
。

一
封
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。

山
村

一
郎
さ
ん
の
業
績
称
え

盛
大
に
叙
勲
祝
賀
会

還

歴
祝

い
に

手

水

舎

贈

る

野

尻

の
有

志

２０

人

大
字
津
留
の
安
藤
幸
之
さ
ん
（六
〇
）ら

大
正
十
二
、
十
三
年
生
ま
れ
の
同
級
生

男
女
有
志
二
十
人
は
、　
″還
歴
祝
い
″

に
と
、
野
尻
川
上
神
社
に
手
水
舎

（
て

み
ず
や
）
を
建
設
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

同
級
生
の
大
半
が
川

上

神

社
の
氏

子
。
約
十
年
前
に
拝
殿
、
神
殿
と
も
大

が
か
り
な
改
築
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

手
水
舎
だ
け
は
そ
の
ま
ま
で
し
た
。

今
回
奉
納
さ
れ
た
手
水
舎
は
、
縦

一

。
一
Ｍ
、
横

一
。
三
研
、
奥
行
六
五
考

で
安
山
岩
を
く
り
抜
き
、
磨
き
を
か
け

た
り
っ
ば
な
も
の
。
除
幕
式
に
は
仲
間

全
員
が
集
ま
つ
て
お
は
ら
い
を
受
け
、

お
互
い
の
健
在
を
祝
い
ま
し
た
。
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「
観
光
旅
行
は
高
森
べ
ど
う
ぞ
」

―
町
が
編
集
し
た
、
観
光
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
＝
写
真
＝
が
こ
の
ほ
ど
出
来
上

が
り
ま
し
た
。

雄
大
か
つ
素
朴
な
自
然
を
求
め
る

観
光
客
が

増
え
る

傾
向
に

あ
る
た

め
、
ま
た

今
の

パ
ン
フ
レ

ツ
ト
が

四
十
三
人
で
組
織
さ
れ
て
お
り
、
先
生

や
保
護
者
に
よ
る
同
少
年
団
育
成
会
の

メ
ン
バ
ー
が
一物
心

‐両
面
の
一援
助
一を
与

え
、
育
成
に
努
め
る
こ
と
に
な

っ
て
い

ま
す
。

同
少
年
団
の
主
な
活
動
は
、
自
然
を

五
、
六
年
前
に

作
ら
れ
た
古
い

も
の
と
い
う
こ

と
か
ら
、
新
し

く
作
成
さ
れ
た

も
の
で
す
。

パ
ン
フ
レ
ッ

＝
ぞ

＝
ス
ノ

＝
ど旅は高森ヘ

観光パンフレッ トでPR
山村―郎さん叙勲祝賀会場

卜
は
Ｂ
５
判

（縦

一
八

・
二
方
、
横

二
五
・
七
考
）
、
八
ベ
ー
ジ
。
表
紙

に
は
、
春
の
風
物
詩

「
野
焼
き
」
の

カ
ラ
ー
写
真
を
使
い
、
人
目
を
引
く

工
夫
を
凝
ら
し
ま
し
た
。

内
容
は
史
跡
、
観
光
地
の
紹
介
、

交
通
ガ
イ
ド
な
ど
。
と
く
に
熊
本
名

所
百
景

一
位
に
選
ば
れ
た
、
根
子
岳

の
雄
姿
、
南
阿
蘇
の
代
表
的
な
キ
ャ

ン
プ
場

「
鍋
の
平
」
、
高
森
峠
九
十

九
曲
が
り
な
ど
を
美
し
い
カ
ラ
ー
写

真
で
強
調
し
て
い
ま
す
。
ま
た
　
古

利
含
蔵
寺
、
穿
戸
羅
漢
山
、
草
部
吉

見
神
社
な
ど
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

い
と
こ
ろ
や
、
郷
上
の
祭
り
、
土
産

品
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

還暦祝いに手水舎を奉納された方々
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紛
失
の
方
は
再
交
付
し
ま
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
年
金
手
帳
に
は
、
三
つ
の
制
度

ご
と
の
加
入
者
の
記
号
番
号
が
記
入
さ

れ
ま
す
。
こ
の
記
号
番
号
は
、
そ
の
人

の
一
生
を
通
じ
て
同

一
の
も
の
が
使
用

さ
れ
、
そ
の
後
の
加
入
期
間
な
ど
の
必

要
な
記
録
は
、
す
べ
て
こ
の
記
号
番
号

に
基
づ
い
て
行
わ
れ
ま
す
。

も
し
、
同
じ
制
度
の
記
号
番
号
を
二

つ
以
上
持

っ
て
い
る
人
は
、
社
会
保
険

事
務
所
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ

ぞ
れ
の
記
号
が
整
理
統
合
さ
れ
て
、　
一

つ
の
正
し
い
記
号
番
号
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
年
金
手
帳
を
紛
失
し
た
り
、

汚
し
た
り
、
破

っ
た
り
し
た
と
き
は
、

社
会
保
険
事
務
所

へ
申
し
出
て
、
再
交

付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
ｃ
年
金
手
帳
は

年
金
を
受
け
る
と
き
に
必
要
な
加
入
期

間
な
ど
の
正
し
い
記
録
の
た
め
に
重
要

な
も
の
で
す
か
ら
大
切
に
保
存
し
ま
し

愛
す
る
心
を
養
い
、
環
境
美
化
の
奉
仕

活
動
、
共
同

生
活
に

よ
る
仲

間
づ
く

り
、
強
い
心
と
体
づ
く
り
な
ど
。

同
日
行
わ
れ
た
結
成
式
で
は
、
緑
の

帽
子
を
か
ぶ
っ
た
子
供
た
ち
が
整
列
。

大
坂
校
長
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
後
藤

国
土
緑
化
推
進
委
員

会
阿
蘇
支
部
長

代
理
か
ら
少
年
団
代
表
の
工
藤
正
輝
君

（六
年
）
に
、
団
旗
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
‥
引
き
続
き
、
活
動
計
画
発
表
、
来

賓
祝
辞
な
ど
が
あ
り
、
最
後
に
団
長
の

工
藤
君
が
、

「緑
を
保
護
し
、
郷
土
を

愛
す
る
豊
か
な
心
と
奉
仕
の
精
神
を
身

に
つ
け
ま
す
」
と
力
強
く
宣
誓
。
こ
の

後
校
庭
で
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、
ナ
ン
ゴ
ウ
ヒ

を
町
職
員
ら
と
と
も
に
、
植
え
つ
け
ま

し
た
。

み
な
さ
ん
は
、
年
金
手
帳
の
保
管
を

万
全
に
な
さ

っ
て
い
ま
す
か
。

国
営
の
年
金
制
度
に
は
現
在
、
国
民

年
金
、
厚
生
年
金
保
険
、
船
員
保
険
の

三
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
年
金
制
度
に
加
入
し
ま
す

と
、
氏
名
や
記
号
番
号
が
記
入
さ
れ
た

年
金
手
帳
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
以
前
は

こ
の
三
制
度
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
異

っ

た
被
保
険
者
証
や
年
金
手
帳
が
交
付
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
加
入
者

に
は
、
共
通
の
年
金
手
帳
が
交
付
さ
れ

一
●．．．．
・．．．“●
４

十
＋

会
に
集
ま

っ
た

十

五
校

と
と
も
に
出

場
、
準
決
勝
で
岱
明
中
を
１０
１
１
で
破

り
、
決
勝
で
は
阿
蘇
中
に
５
１
２
の
ス

コ
ア
で
勝
ち
、
近
来
に
な
い
快
挙
を
成

し
遂
げ
ま
し
た
。

野
尻
中
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
は
、
竹
下

清
秀
先
生
を
監
督
に
、
加
藤
喜
代
恵
さ

ん

（
三
年
）
ら
十
七
人
が
王
座
目
ざ
し

て
猛
練
習
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
今
年

ぶ|‐

●

ｒ
ヽ

‐.■畿構…爾氏

, ‐

1

ヽヽ

覇踵は ヽ
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か
つ
て

″
ゴ
ミ
の
量
は
文
化
の
バ

ロ
メ
ー
タ
ー
″
と
い
わ
れ
た
こ
ろ
は

物
資
も
少
な
く
、
ム
ダ
な
ゴ
ミ
も
あ

ま
り
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が

現
在
で
は

″
ゴ
ミ
処
理
の
方
法
は
文

化
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
″
と
い
っ
て
ょ

い
ほ
ど
、
都
市
を
中
心
に
大
量
の
ゴ

ミ
が
排
出
さ
れ
、
こ
の
処
理
が
大
き

な
社
会
問
題
に
さ
え
、
な

っ
て
い
ま

す
。
こ
こ
で
は
特
に
、
家
庭
の
台
所

の
ム
ダ
な
ゴ
ミ
を
少
な
く
し
、
夏
場

の
さ
わ
や
か
な
ゴ
ミ
対
策
は
ど
う
し

た
ら
よ
い
か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

ゴ

ミ
の
発
生

買
い
す
ぎ
に
注
意

家
庭
の
台
所
の
ゴ
ミ
は
、
必

要
以
上
に
買
い
す
ぎ
る
こ
と
か

ら
発
生
す
る
こ
と
が
多
い
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

夏
は
①
高
温
②
多
湿
③
細
菌

の
発
生
と
腐
敗
の
条
件
が
そ
ろ

い
や
す
い
時
期
で
す
。
ふ
だ
ん

に
も
増
し
て
ム
ダ
の
な
い
買
い

物
を
し
た
い
も
の
。

特
に
、
い
つ
も
の
家
庭
の
人

数
が
減

っ
た
り

（学
校
行
事
で

子
供
が
い
な
か
っ
た
り
）
、
逆

に
増
え
た
り

（帰
省
し
て
く
る

子
供
や
、
客
な
ど
）
で
、
主
婦

の
買
い
物
の
カ
ン
も
く
る
い
が

ち
。
つ
い
買
い
す
ぎ
て
し
ま
う

量
の
食
油
は
、
流
し
に
そ
の
ま

ま
捨
て
る
の
は
タ
ブ
ー
で
す
。

一
番
よ
い
方
法
は
庭
が
あ
る
場

合
は
、
土
に
し
み
込
ま
せ
る
こ

と
で
す
。
ま
た
、
ビ
ニ
ー
ル
袋

に
ボ
ロ
布
や
紙
く
づ
な
ど
を
つ

め
、
そ
の
中
に
油
を
あ
け
て
吸

収
さ
せ
、
日
を
し
っ
か
り
し
め
て
、
す

て
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

「出
さ
な
い
工
夫
」
．を
大
切

生
ゴ
ミ
は
よ
く
水
分
を
切
っ
て
か
ら

務
Ｉ
Ｌ
三
■
■
一　
′

一要
■
■
■
■
■
■
・ 覆理著li

の
で
よ
ほ
ど
慎
重
で
計
画
的
に
取
り
組

み
た
い
も
の
。

冷
蔵
庫
の
過
信
に
ご
用
心

ま
た
、
今
の
時
期
、
冷
蔵
庫
は
保
冷

力
は
ぐ

っ
と
落
ち
ま
す
。
し
か
も
冬
に

比
べ
、
夏
は
冷
た
い
も
の
を
ほ
し
が
る

の
で
開
閉
回
数
も
増
え
、
庫
内
の
温
度

要
以
外
の
も
の
は
極
力
置
か
な
い
よ
う

に
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

す

て
方

の

コ
ツ

∧
生
も
の
∨

cつ

にっ

生
ゴ
ミ
の
多
い
の
は
、
料

理
を
し
て
捨
て
る
部
分
が
多

く
な

っ
た
か
ら
と

い

え

ま

す
。
ふ
つ
う
な
ら
捨
て
て
し

ま
う
も
の
の
な
か
で
も
、
リ

フ
ォ
ー
ム
し
て
料
理
に
生
か

し
て
み
る
と
よ
い

で

し

ょ

ま
た
、
や

っ
か
い
な
生
ゴ

ミ
の
捨
て
方
で
す
が
、
流
し

の
コ
ー
ナ
ー
に
お
く
ゴ
ミ
入

れ
は
、
茶
が
ら
な
ど
の
水
分
を
除
く
必

要
の
あ
る
ゴ
ミ
だ
け
に
し
ま
し
ょ
う
。

他
の
野
菜
く
ず
や
、
ス
イ
カ
の
皮
な
ど

は
一
度
、
新
聞
紙
か
紙
袋
に
包
ん
で
ゴ

ミ
容
器
に
捨
て
る
ほ
う
が
水
分
を
含
ま

ず
、
腐
り
に
く
い
と
い
う
点
で
は
い
い

よ
う
で
す
。

∧
悪
臭
を
防
ぐ
∨

悪
臭
の
原
因
と
な
り
易
い
の
は
、
肉

や
魚
類
で
す
。
特
に
、
魚
の
内
蔵
な
ど

5b
ヽAヽ
r′―ヽ′
ゞ⊃

∧
ネ
ズ
ミ
な
ど
の

死
骸
∨

ネ
ズ
ミ
の
場
合
小

さ
い
の
で
、
ふ
つ
う

の
生
ゴ
ミ
と
い
っ
し

ょ
に
ゴ
ミ
収
集
に
出

し
て
か
ま
い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
き
ち
ん

と
、
新
聞
紙
な
ど
に
包
ん
で
す
て
る
の

が

マ
ナ
ー
で
す
。

◇

ゴ
ミ
の
種
類
も
文
明
の
発
達
と
と
も

に
複
雑
化
し
て
き
ま
し
た
。
大
都
市
で

は
分
別
ゴ
ミ
な
ど
の
対
策
が
図
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
に
し
て
も
、
ゴ
ミ
の
総

量
を
減
ら
す
努
力
を
す
る
こ
と
が
、
今

後
の
大
き
な
課
題
で
す
。
ゴ
ミ
処
理
は

や
は
り

一
軒

一
軒
の
家
庭
が
ム
グ
を
な

く
し
、
互
い
に
協
力
し
あ

っ
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
環
境
美
化
と
い
う
点
か
ら
も

ゴ
ミ
は
収
集
の
直
前
に
出
す
の
が
、　
マ

ナ
ー
で
す
。
わ
が
家
さ
え
よ
け
れ
ば
と

勝
手
な
日
に
出
し
て
み
た
り
す
る
の
は

近
所
迷
惑
に
も
な
り
ま
し
ょ
う
。

ゴ
ミ
処
理
の
実
情
を
知

っ
て
、
良
識

豊
か
に
取
り
扱
い
た
い
も
の
で
す
。

簡
単

で
気
軽
な

レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

一　

　

　

一

や
が
上
が
り
が
ち
。
普

通
な
ら
腐
ら
な
い
も

の
も
、
腐
り
や
す
く

な
り
、
ゴ
ミ
の
出
る

原
因
と
な
り
ま
す
。

主
婦
が
ま
ず
冷
蔵
庫

の
中
の
ム
ダ
を
発
見

し
て
み
て
く

だ

さ

い
。
そ
れ
に
は
、
衛

生
管
理
も
か
ね
て
、

週
に
一
度
点
検
。
必

|

■  ,

ａ
ヮ

は
捨
て
る
前
に
熱
と
う
を
か
け
て
殺
菌

処
理
す
る
と
、
腐
り
に
く
く
悪
臭
も
防

ぐ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ゴ
ミ
容
器
は
風
通
し
の
よ
い
日
陰
に

お
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
で

き
る
だ
け
ま
め
に
殺
菌
効
果
の
あ
る
漂

白
剤
で
容
器
や
、
流
し
の
ゴ
ミ
す
て
を

洗

っ
て
、
常
に
清
潔
に
保
つ
こ
と
が
、

悪
臭
を
防
ぎ
、
衛
生
管
理
に
も
つ
な
が

処
理
し
難
い
も
の

り
ま
す
。

∧
食
油
∨
な
べ
の
底
の
油
な
ど
は
、
紙

で
す
い
と
つ
て
か
ら
、
熱
と
う
で
流
し

ま
す
。
テ
ン
プ
ラ
な
ど
に
使
用
し
た
多

最
近
ゴ
ミ
公
害
に
よ
る

悩
み
は
つ
き
な
い
ど
こ
ろ

か
、
ま
す
ま
す
増
大
す
る

情
勢
で
す
。

今
、
多
種
多
様
な
機
能

を
も
つ
商
品
、
美
し
く
化

粧
さ
れ
、
包
装
さ
れ
た
商

品
が
、
大
量
に
出
回

っ
て

い
ま
す
。

し
か
も

流

行

と
、
古
い
も
の
を
修
理
す

る
よ
り
新
品
の
方
が
清
潔

で
か
え
っ
て
、
安
く
つ
く

と
い
っ
た
こ
と
で
合
理
化

☆
消
費
生
活
の
な
か
で
反
省
と
努

力
が
必
要

☆
使
い
捨
て
の
反
省
と
提
案

天
然
資
源
の
豊
か
な
ア
メ
リ
カ
で

先
般
来
、
石
油

。
鉄
鉱
な
ど
の
確
保

が
大
問
題
に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

こ
そ
日
本
の
場
合
も

っ
と
重
大
な
問

題
の
は
ず
で
す
。

「
豊
か

さ
の
中
の
危
機
」

「
幸
せ

と
は
な
に
か
」
を
考
え
、

消
費
者
自
身
が
大
い
に
反

省
す
べ
き
で
す
。
以
下
は

四
つ
の
提
案
で
す
。

一
、
使
い
捨
て
を
考
え

直
す
。

二
、
モ
ノ
を
大
切
に
使

い
、
再
利
用
を
考
え
る
。

三
、
モ
デ
ル
チ
エ
ン
ジ

を
制
限
し
、
部
品
の
保
有

を
義
務
付
け
に
す
る
よ
う

消費 とゴ ミ対策

消費者の利溢|を考えよう
運
動
す
る
。

四
、
耐
久
消
費
材
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
回
収
を
企
業
に
義
務
付
け
し
、

消
費
者
も
協
力
の
義
務
を
負
う
よ
う

に
す
る
。

さ
れ
た
使
い
捨
て
の
暮
ら
し
が
続
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
こ
の
使
い

捨
て
の
生
活
が

生
活

環
境
を

破
壊

し
、
資
源
の
ム
ダ
遣
い
と
し
て
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

広 報 た か も り
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一
家
そ
ろ
っ
て
明
る
い
生
活
を
送
る

た
め
に
は
、
健
康
で
あ
る
こ
と
が
第

一

で
す
。
町
で
は
今
年
も
み
な
さ
ん
の
健

康
を
守
る
た
め
、
住
民
健
診

（結
核
検

診
・
成
人
病
検
診
）
を
七
月
十
一
日
か

ら
七
月
二
十
二
日
ま
で
三
十
四
会
場
で

行
い
ま
す
。
特
に
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
は

結
核
予
防
法
に
基
き
毎
年

一
回
以
上
必

ら
ず
受
け
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

積
極
的
に
受
診
し
、
あ
な
た
の
健
康
を

確
め
て
く
だ
さ
い
。

結
核
検
診
は
だ
れ
で
も
気
軽
に
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
車
を
み

な
さ
ん
の
地
区
に

回

し

て
実
施
し
ま

す
。左
記
の
日
程
表
を
確
め
て
、ぜ
ひ
、

あ
な
た
の
健
康
を
確
め
て
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ
で
、　
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
を
受

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
は
、
町
内
に

住
ん
で
い
る
満
十
八
歳
以
上
の
人
で
、

①
事
業
所
や
事
務
所
に
務
め
て
い
な

い
人②

学
校
に
通

っ
て
い
な
い
人

③
施
設
に
収
容
さ
れ
て
い
な
い
人

―

た
と
え
ば
、
家
庭
の
主
婦
、
お
年

寄
り
、
農
業
、
林
業
、
個
人
商
店
な
ど

の
自
家
営
業
の
人
で
す
。

受
診
の
方
法
は
、
各
人
に
お
配
り
し

て
あ
る
検
診
票
を
会
場
受
け
付
け
に
見

せ
て
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
影
撮
を
す
ま
せ
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
会
場
で
は
四
十
歳
以
上
の
方

々
を
対
象
に
　
①
血
圧
測
定
②
身
長

・

体
重
測
定
③
尿
検
査
④
血
色
素
検
査
な

ど
い
わ
ゆ
る
成
人
病
検
診
を
実
施
し
ま

す
。
料
金
は

一
人
当
り
百
円

（実
費
千

二
百
円
の
う
ち
千
百
円
を
町
負
担
）
で

す
。
す
で
に
お
配
り
し
た
尿
器
に
当
日

の
朝
の
尿
を
入
れ
て
ご
持
参

く
だ

さ

い
。
検
査
の
結
果
、
異
状
の
あ
る
人
に

は
後
日
、
町
か
ら
連
絡
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
一
般
住
民
健
診
は
、
移

動
車
に
よ
る
も
の
で
す
か
ら
、
必
ず
指

定
の
時
間
内
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
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